


調査区遠景（北から） 調査区北部斜面（北から）

調査区中央部斜面（北から） 調査区中央部斜面（北から）

調査区中央部（北から） 調査区南部（北から）

調査区南部斜面（北から） 壁面の焼けた土坑（北から）

調査の結果
第 3次調査では、遺物は 1点も出土せず、遺構も壁面の焼けた土坑が 1基見つかったのみです。
平坦面から斜面にかけてみられる土塁状の高まりは、地山を削り出したもので、平坦面を拡張する
ために土塁状に土が残った（土塁として残した？）ものと考えられます。調査区中央部では通路の
可能性のある平坦地がみられますが、整形したものなのか自然地形なのかは判断できませんでした。
また、斜面の一部には礫が多数見つかっていますが、これらは帯状にみられることから地山に含ま
れた礫と考えられます。今後断ち割り調査を行い、さらに調査を進めていきます。


